
令和 5 年度 役員会・総会 
 

⽇時：令和 5 年 11 ⽉ 25 ⽇（⼟） 13:00〜 
場所：122 講義室（1 号館 2 階） 

 
【報告事項】 
  
【審議事項】 

1 号議案；令和 4 年度⼀般経過報告       ・・・1〜2 
2 号議案；令和 4 年度決算報告及び監査報告   ・・・3〜5 
3 号議案；令和 5 年度事業計画案        ・・・6〜7 
4 号議案；令和 5 年度予算案          ・・・8〜9 
5 号議案；第 21 期役員等改選案         ・・・10〜13 
6 号議案；その他                

 
 

【付属資料】 

    工学会設立の経緯と歩み          ・・・14～15 

    校友会創立 50 周年以降の工学会の歩み    ・・・16～17 

工学会 会則               ・・・18～20 
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第 1 号議案  令和 4 年度 一般経過報告 

 

【工学会関係】（工学会令和 4年度分）                   

１）総会・役員会・理事会・企画委員会の開催 

＜理事会＞ 

第 1回理事会：令和 4年 10 月 29 日（土） 

� 令和 3年度一般経過報告 

� 令和 3年度会計決算報告及び監査報告 

� 令和 4年度事業計画案 

� 令和 4年度予算案 

第 2回理事会：令和 4年 11 月 26 日（土）15:00～ 

第 3回理事会：令和 5年 4月 8日（土）13:00～ 

第 4回理事会：令和 5年 7月 8日（土）11:00～ 

第 5回理事会：令和 5年 9月 30 日（土）16:00～ 

 

＜役員会・総会＞ 

    ：令和 5年 4月 8日（土）14:00～ 

 

<懇親会＞ 

  ：令和 5年 4月 8日（土）17:00～ 

  ：湘南鎌倉クリスタルホテル 

   ：36 名 

 

 ＜会計監査＞ 

    R5.10.14 11:00～学科会議室にて（令和 4年度決算） 

    

２）学科及び準会員（在校生）への支援・補助 

・ 卒業記念品（印付きボールペン）×109 名 

・ 学会発表者に対する支援＝申請者なし 

・ 就職支援セミナー 

 R4.11.26 13:30～16:30 111-113 講義室 

     公務員 18 団体，民間企業 16 社 

   工学会より参加企業・団体へのお土産・お茶の提供 

３）正会員数：8,169 名＝8,060 名+109 名（R5.3.25 卒業生） 

 

４）学部校友会・他分会行事など 

・学部校友会 総会・懇親会 

     R5.7.8 (土) 総会 14:00～、16:00 酒井学長記念講演，懇親会は中止 

  ・学部校友会神奈川県支部 懇親会 

     横浜崎陽軒にて 会長出席 
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【学科関係】（工学会令和 4年度分） 

1）学科研究室及び構成教員 
  ・⽣物⽣産システム⼯学研究室（川越義則 准教授・梅⽥⼤樹 准教授・宮本眞吾特任教授） 
  ・バイオメカトロニクス研究室（内ケ崎万蔵 准教授） 
  ・⽣物⽣産流通施設学研究室（都甲洙 教授・佐瀬勘紀 特任教授） 
  ・地域環境保全研究室（笹⽥勝寛 准教授・對⾺孝治 准教授） 
  ・環境⼟⽊施設⼯学研究室（⻫藤丈⼠ 教授・川本 治 特任教授） 
  ・建築・地域共⽣ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究室（栗原伸治 教授・藤沢直樹 専任講師） 
  ・⽔資源環境⼯学研究室（⻑坂貞郎 教授・⼭嵜⾼洋 専任講師） 
  ・地球環境・資源リモートセンシング研究室（串⽥圭司 教授・宮坂加理 助教） 
  ・動物⽣態環境学研究室（三⾕奈保 准教授） 
 
2）⽣物環境⼯学科 在籍学⽣数（令和 5 年 7 ⽉ 1 ⽇現在） 
    1 年次 17 名，2 年次 102 名，3 年次 121 名，4 年次 138 名  
        （参考）環境学科 1 年次 133 名 
3）⾏事 
  ・卒業式 
    R5（2023）.3.25（⽔）⽣物環境⼯学科 卒業⽣ 109 名 
   

・オープンキャンパス 
    5/28，8/5-6 にて開催（環境学科として） 
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第 2 号議案 令和 4 年度 決算および監査報告 
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監査報告 
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第 3 号議案 令和 5 年度 事業計画(案) 

                             

 1）学科振興対策 

①就職支援セミナー（9/30）の後援 

②就職支援 HP の開設・維持 

③就職支援セミナー参加者への飲料等 

 

 2）準会員（在学生）への支援・補助 

①測量学実習着購入補助（2年） 

②インターンシップ参加学生に対する交通費一部補助（3年） 

③卒業生表彰「工学会長賞」（4年） 

④卒業記念品（未定）贈呈（4年） 

⑤謝恩会支援・補助（4年）・・・開催の有無未定 

⑥学会発表者支援 

 

 3）正会員親睦の補助 

①学部校友会報の発送 

②工学会 HP・の維持・更新、新設コーナー設置による情報発信の拡充 

 ホームページ上に工学会・学科の近況報告、「役員紹介」、「会員だより」等のコーナ

ーを新設し、工学会から会員への情報発信を積極的に行う。 

③令和 5年度総会・交流会：11 月 25 日（土）15：30～ 

日本大学生物資源科学部 食堂棟 3階 

 

 4）会議・行事等の開催 

①理事会（3～4回/年） 

②役員会（1回/年）：11 月 25 日（土） 

③総会（1回/年） 

 

 5）新設学科（環境学科）への新学科運営準備支援 

①環境学科 教員との意見交換 
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工学会 令和 5 年度年間スケジュール（案） 

（令和 5年 10 月 28 日 作成） 

（令和 5年 10 月 1日～令和 6年 9月 30 日）  

年 月 日 事 項 内 容 摘 要 

R5.9.30 土 就職支援セミナー   

R5.10.1 日  《令和 5年度スタート》  

R5.10.14  会計監査 R4 年度決算  

R5.10.28  第 1 回理事会 R4 年度事業報告・決算報告 

R5 年度事業計画・予算案 

第 21期役員案 

 

R5.11.  校友会報発送 役員会案内  

R5.11.25 土 役員会・総会 R4 年度事業報告・決算報告 

R5 年度事業計画・予算案他 

 

R6.3. 

 
土 

第 2 回理事会 

（メール審議） 

年間スケジュールの確認，総会・交流

会・就職支援セミナーの反省，卒業生

表彰者選考他 

 

R6.3.  学科謝恩会 
工学会長賞授与，卒業記念品贈呈謝

恩会費用補助，期別幹事の選任 

 

R6.3.25 土 

卒業式 謝恩会実施なしの場合、工学会長賞

の授与，卒業記念品贈呈，期別幹事の

選任 

 

R6.7.13 土 第 3 回理事会 
 学部校友会

総会 

R6.9.28 土 第 4 回理事会 
R5年度決算の審議、R6年度事業計画・

予算案の審議 他 

 

     

R6.10.1   新年度スタート  

R6.10.  会計監査   

R6.10.26 土 第 1 回理事会   

R6.11.9 土 就職支援セミナー  交流会は開

催せず 

R6.11.9 土 
役員会・総会 

交流会 
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第 4 号議案 令和 5 年度予算（案） 
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第 5 号議案 第 21 期役員等改選案 

 

 1. 第 20 期（令和 2 年～5 年）役員等名簿 

表-1  第 20 期 工学会役員 

役 職 氏 名 卒業年 期 摘 要 
会 長 酒川 和男 昭和 47 年 10 学部校友会 幹事、副会長 
副会長 福田 澄雄 昭和 54 年 17  
副会長 今井 敏彦 昭和 55 年 18  
副会長 工藤 謙一 昭和 58 年 21 学部校友会 幹事 
会計理事 阿部  博 昭和 58 年 21  
理 事 小須田信一 昭和 47 年 10  
理 事 板倉  香 昭和 50 年 13  
理 事 村上 隆三 昭和 50 年 13  
理 事 河野  廣 昭和 51 年 14  
理 事 鈴木 重則 昭和 52 年 15  
理 事 石澤 光章 平成 3 年 29  
理 事 細野 啓多 平成 4 年 30  
理 事 鈴木 哲也 平成 6 年 32  
理 事 森本 恭行 平成 9 年 35  
理 事 伊藤 洋一 平成 11 年 37  
理 事 穴澤麻依子 平成 20 年 46  
庶務理事 
兼事務局長 

笹田 勝寛 平成 3 年 29 学部校友会 幹事 

     
相談役 戸崎 紘一 昭和 39 年 2  
相談役 酒井 一夫 昭和 43 年 6  
相談役 比留間速男 昭和 48 年 11  

     
会計監査 塚越 秀雄 昭和 47 年 10  
会計監査 徳山 英二 平成 4 年 30  
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  （1）役員改選に向けての基本方針 

    

・第 21 期の任期； 

第 21 期の役員は、令和 8年 3月に生物環境工学科の最後の卒業生を出した後、同年

9月までは工学会としての運営を担うことになる。 

一方、現時点においては学科改組による新学科の教員は分会としての工学会を引き

継がない意向を示しているため、令和 8年以降に新学科の卒業生による分会が設立さ

れ、学部校友会の会則（学科の廃止→準分会）に則れば工学会は「準分会」として位

置付けとなる。 

 

・第 21 期役員の役割； 

役員は分会から準分会に移行する期間を任期とするもので重要な役割を担うことにか

ら、従前と大きく体制を変えることで色々な面で問題が出てくる可能性もある事が予想さ

れるため、運営や会則に熟知し、経験豊富な従前からの役員が理事としての役割を果たす

ことが望まれる。 

 

・理事の退任； 

今回の理事の人選において、体調が優れず役割が果たせなくなられ方々や、仕事上、立

場上等の事情により役割が十分に果たせない状況となられた方々の他、会議出席率が低調

だった方々については本人の意思を確認した上で別の幹事との交代も考慮に入れることも

理事会の活性化を図る上で必要があると考える。 

  また、交代に当たっては、若手幹事や女性幹事の積極的な登用が望ましいと考える。 
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（2）第 20 期 期別幹事・役員及び第 21 期 期別役員 
表-2 第 20 期期別幹事・役員および第 21 期期別幹事 
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日本大学生物資源科学部校友会 
 

工学会 会則 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平成 22 年 11 月 27 日 改正 
 

 

 

 

 

 

 

日本大学生物資源科学部校友会 工学会 

 
第 1章 総 則 

第 1条 本会は日本大学生物資源科学部校友会の一分会で工学会と称する。 
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第 2条 本会の事務局は日本大学生物資源科学部生物環境工学科内に置く。 
第 3条 本会は会員相互の親睦を図ると共に善美なる母校の発展に寄与することを目的とする。 
第 4条 本会は第 3条の目的達成のため必要となる事業を行う。 
 

第 2章 組 織 
第 5条 本会は次の会員をもって組織する。正会員は日本大学農獣医学部農業工学専修卒業者、日本

大学農獣医学部農業工学科卒業生、日本大学生物資源科学部生物環境工学科卒業生および日本大学

大学院農業工学専攻終了者とする。 
    2.特別会員は日本大学生物資源科学部生物環境工学科教員とする。 
    3.名誉会員は本会の推薦する者とする。 
    4.準会員は日本大学生物資源科学部生物環境工学科在学生とする。 
      

第 3章 支 部 
第 6条 本会は役員会の議決を経て支部を置くことができる。 
    支部に関する規定は別に定める。 

 
第 4章 役 員 

第 7条 本会は次の役員等を置く。 
     期別幹事 各卒業期より 3 名以内及び各支部長 
     会計監査 2 名 
    期別幹事の中から 17 名以内の理事を置く。 
    理事のうち、次の役職を置く。 
     会  長 1 名 
     副会長 3 名以内 
     会計理事 1 名 
     庶務理事 1 名 
第 8条 会長は本会を代表し、会務を総轄する。 
     副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。 
     理事は理事会を組織し、本会の執行機関とする。 
     庶務理事および会計理事は業務および財産状況を管理する。 
     会計監査は本会の財産および会計を監査する。 

第 9条   会長、副会長および会計理事は理事中より互選により選出する。 
庶務理事は事務局長が兼務する。 
会計監査は総会において幹事を除く正会員より選出する。 

 

第 10条  役員の任期は 3 年とし、再任を妨げない。 
補欠により選任された役員の任期は前任者の残任期間とする。 

第 11条 本会より会長、副会長、庶務理事の 3 名を、日本大学生物資源科学部校友会幹事会に派遣す

る。 
第 12条 役員等（理事、期別幹事）は役員会を組織し、次の事項を審議処理する。 
     1.総会に提案、報告すべき事項 
     2.本会運営上必要な事項 

 
第 5章 会 議 

第 13条 本会に会議として総会、役員会、理事会を置き、会長が召集する。 
第 14条 総会は毎年 1 回開催する。ただし、必要に応じ臨時に開催する。 

役員会は毎年 1 回開催する。ただし、必要に応じ臨時に開催する。 
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理事会は会長が必要と認めたとき開催する。 
理事会には必要に応じ会長が諮問する委員会を置くことができる。 

第 15条 総会、役員会、理事会の議長はその都度、会議の席上にて選出する。 
第 16条 総会の成立は特に規定出席数を定めない。 
        役員会の成立は委任状を含めて構成員数の三分の一の出席を要する。 

理事会の成立は構成員数の過半数の出席を要する。 
第 17条 総会の議決は出席正会員の過半数をもって決する。 
第 18条 次に掲げる事項は総会の議決を経なければならない。 
     1.会則の変更 
     2.一般経過報告 
     3.事業決算の承認 
     4.新年度の予算 
     5.役員の改選 
     6.その他本会運営上特に必要な事項 
    第 1項を除き止むを得ない場合は役員会の議決をもって代行することができる。 

 
第 6章 相談役 

第 19条 本会に相談役を若干名置くことができる。 
    相談役は本会に功労有する者の中より会長が役員会の承認を経て委嘱し、会長の要請によ

り理事会・役員会に出席することができる。 
    任期はその委嘱した会長の任期と同一とする。ただし重任は妨げない。 

 
第 7章 事務局 

第 20条 事務局には事務局長を 1 名置く。 
事務局長は事務局を統轄する。 

    事務局長は理事会の推薦により役員会の承認を得る。 
 

 

第 8章 会 計 
第 21条 本会の会計年度は毎年 10 月 1 日に始まり、翌年 9 月 30 日に終わる。 
第 22条 本会の経費は日本大学生物資源科学部校友会交付金、および寄付金ならびにその他の収入

をもってあてる。  
 

第 9章 雑 則 
 第 23条 この会則に必要な細則・内規・規定は理事会の議決を経て会長がこれを定める。 

 
第 10章 補 則 

第 24条 本会則は昭和 38 年 5 月 26 日よりこれを施行する。 
    本会則は昭和 51 年 2 月 14 日に一部改正する。 
    本会則は昭和 54 年 7 月 7 日に一部改正する。 
    本会則は平成 3 年 9 月 28 日に一部改正する。 
    本会則は平成 8 年 4 月 5 日に一部改正する。 
    本会則は平成 15 年 11 月 29 日に一部改正する。 
    本会則は平成 18 年 11 月 25 日に一部改正する。 
    本会則は平成 22 年 11 月 27 日に一部改正する。 


